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信濃川上流ダムにおける事前放流の実施状況と利水ダムによる効果（信濃川水系犀川）

○信濃川水系犀川（長野県）では、8月13日～15日に、奈川渡ダム等3ダム（利水）で利水運用と事前放流により合計 約2,460万m3

の容量を確保して洪水を貯留し、下流の熊倉地点（長野県安曇野市）において、洪水流量を約3割減らす効果があったものと推定。

○事前放流による洪水流量の低減により、ダム直下の犀川急流部で発生した堤防欠損被害の侵食を抑制。その結果、甚大な堤防
欠損につながらず、短期間に復旧（発生より約４日で完了）することができたところ。
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３ダムでの確保容量：約2,460万m3

利水運用により確保していた容量：約2,160万m3

事前放流により確保した容量：約300万m3
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ダム直下の犀川急流部で発生した堤防欠損被害
の侵食抑制や迅速な緊急復旧工事の対応に寄与
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信濃川水系上流部利水ダムの効果 ８月１３日～１５日
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・事前放流等により発電用の容量を治水
のための容量として一時的に確保
・事前に確保した容量に洪水を貯留

約1,000万m3（東京ドーム約８個
分）の洪水を貯留
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